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論文内容の要旨

本論文では、高塩分濃度という特殊環境から新規ノ〈イオサー7.ァクタント生産菌を複数分離し、それぞれの生産物

の構造解析および生産条件を検討している。さらにこれまでで最も分子活性の高いバイオサーファクタントについて

その生合成に関与する遺伝子群の取得と全容の解明に成功している。

序論では、バイオサーファクタントの生物学的・物理化学的諸特性および工業利用範囲の可能性について述べた後、

解決すべき問題点に触れ本研究の目的を述べている。

第一章では、タイ王国内の高塩分濃度環境から耐塩性を有するバイオサーファクタント生産菌を多数分離している。

そのうち最も高いバイオサーファクタント生産量を示した Bacillus subtl1is BBK-1 について生理学的諸性質を調べ

た後、本菌が生産するバイオサーファクタントを精製し化学構造を決定している。その結果、 BBK-1 は 3 種類のリポ

ペプチド型バイオサーファクタントすなわち、 bacillomycin L, Plipastatin, Surfactin を同時に生産する能力を有す

ることを発見している。さらに本菌のバイオサーファクタント生合成に関与する遺伝子群の一つをクローニングし、

その構造を他のものと比較している。

第二章では、別の耐塩性バイオサーファクタント高生産菌 Bac111uslichenifol'mis F2.2 を対象として研究を進め、

本菌も 3 種類のバイオサーファクタントを生産していることを明らかにしている。これらのうち 2 種はリポペプチド

型の Plipastatin と Surfactin である。一方、 3 番目のものはアミノ酸を含まない合成培地でのみ合成される新規物

質でありその分子量は 1193 であることを明らかにしている。これまでに同属菌がリポペプチド型以外のバイオサー

ファクタントを生産したとしづ報告例はないことから本発見は大変意義深い。

第三章では、これまでに発見されたリポペプチド型バイオサーファクタントの中で最も分子活性の高いアルスロフ

アクチンの生合成経路を分子生物学的手法により解析している。アルスロファクチン生産菌である Pseudomonassp. 

MIS38 のゲノムライブラリーを構築し、当該遺伝子領域を含む組換え体を PCR 法およびプラークハイブリダイゼー

ション法により精査している。その結果、アルスロファクチン合成酵素遺伝子群は約 38，700 塩基対より成ることを
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明らかにしている。さらに他の例とは異なり本合成酵素複合体はアミノ酸異性化ドメインをもたず、逆にチオエステ

ラーゼドメインを 2 つ有するユニークな構造であることを明らかにしている。また、遺伝子破壊実験に成功し、実際

にこの遺伝子領域がアルスロファクチン合成遺伝子であることを直接証明している。最後にその遺伝子破壊菌が軟寒

天平板培地上でのコロニー(菌集落)拡散能を失っていること、異常な菌膜(バイオフィルム)形成を行うこと、お

よび走査型電子顕微鏡観察により細胞聞に繊維状物質を生産していることなどの観察結果に基づきアルスロファク

チンおよびその合成遺伝子群の生理学的意義について考察している。

総括では、本研究から得られた知見をもとに、新規バイオサーファクタント生産菌およびアルスロファクチン合成

酵素遺伝子群の応用へ可能性を展望している。

論文審査の結果の要旨

本論文では、微生物が生産する界面活性物質、すなわちバイオサーファクタントの産業利用を最終目標とした基礎

研究を展開している。具体的には以下に示す知見を得ている。第一章では、新しいバイオサーファクタント生産菌を

高塩分濃度としづ特殊環境に求め新規微生物の取得に成功している。第二章では、全く新しい基本骨格を有する高活

性バイオサーファクタントを発見している。第三章では、既報の中から最も分子活性の高いバイオサーファクタント

であるアルスロファクチンをとりあげ、その生合成酵素遺伝子群の構造的特徴を明らかにすると共に実験結果に基づ

きアルスロファクチンおよび生合成遺伝子群の生理学的役割に関する議論を展開している。

以上のように、本論文はバイオサーファクタントの産業利用を図る上で有益な基礎知見を与えるものであり、本論

文は博士論文として価値あるものと認める。
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